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上場維持基準への適合に関するお知らせ 

 

当社は、2024年４月22日付東証グロース市場の「上場維持基準の適合に向けた計画に基づ

く進捗状況及び計画の更新（計画期間の変更等）について」を提出し、その内容について

開示をしております。また、2025年４年24日に公表した「上場維持基準の適合に向けた計

画に基づく進捗状況について」にて、2025年１月31日時点における計画の進捗状況等を開

示しております。 

この度、東京証券取引所より「上場維持基準（時価総額）への適合状況について」を受領

し、2026年１月31日時点において、東証グロース市場の上場維持基準に適合していること

を確認いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

記 

 

１．当社の上場維持基準への適合状況及び計画期間について 

当社は、2025年１月31日時点において、東証グロース市場の上場維持基準のうち「時価総

額」のみ基準を充たしておりませんでしたが、計画書に基づき取組みを進めてきた結果、

2026年１月31日時点において、下表のとおり当該基準を充たしました。この結果により、

全ての上場維持基準に適合いたしました。 

  株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 

流通株式 

比率 
時価総額 

当社の適合

状況及びそ

の推移 

2025年１月末 21,418人 100,922単位 11.84億円 43.6％ 27億円 

2026年１月末 41,867人 573,189単位 48.65億円 72.1％ 67億円 

上場維持基準 150人 1,000単位 ５億円 25％ 40億円 

2026年１月31日時

点の適合状況 
〇 〇 〇 〇 〇 

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況

等を基に算出を行ったものです。流通株式時価総額の算出は、事業年度の末日当以前３か月間

の日々の最終価格の平均株価 84.89円を採用しております。 

  



２．上場維持基準への適合に向けた取組みの実施状況及び評価 

当社は、2025年４月24日に公表した「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況

について」において、東京証券取引所グロース市場の上場維持基準への適合に向けた計画お

よび取組内容を定め、2026年１月期を最終年度とする目標を掲げて取り組んでまいりました。 

資金調達については、2025年８月１日付にて公表した「第三者割当による新株式及び

第７回新株予約権の発行並びに主要株主の異動に関するお知らせ」に記載のとおり、大

規模増資を2025年８月29日付で発行しており、市場にて流通株式数の増加を図る準備を

進めておりました。その結果、当社は市場における流通株式の供給量をさらに拡大させ、

投資家層の裾野を広げるとともに、市場流動性の一層の向上を図る基盤を強化いたしま

した。 

事業施策については、ライフルタイル事業において不採算実店舗の撤退によるコスト

構造の改善や、ＥＣ販売を軸とした収益の改善、さらには連結子会社である株式会社

Gold Starにて発売の「クリーミーヨーグルトボール」や「３Ｄフルーツアイス」の当初

の予定を上回る販売が好調であったことや「361°（スリーシックスティーワン）」ブラ

ンドのスポーツ用品販売の順調な立ち上がりにより、事業ポートフォリオの再構築が進

展しました。 

これらの結果、2026年１月期において売上高および各段階利益が当初予想を大幅に上

回る業績の実現見込みとなり、2026年１月26日付にて公表した「通期業績予想の修正に

関するお知らせ」に記載のとおり上方修正を公表しました。 

こうした抜本的な構造改革の実施による経営の効率化及び経営資源の集中並びに事業

領域の拡大を図ることで、収益力の向上と財務基盤の安定化に向けた取組みが株式市場

より評価されたことで、課題であった時価総額が大きく向上いたしました。 

この結果、「時価総額」を含む東証グロース市場の全ての上場維持基準に適合するこ

とができました。 

 

今後も引き続き、中期経営計画に基づき持続的な成長とさらなる企業価値の向上に努め、

上場維持基準の適合を継続してまいります。 

 

以 上 

 

 


